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《
日
本
研
究
所　

活
動
報
告
》

Asian Philosophical Texts （3

）
開
催
報
告

ム
ス
タ
ツ
ェ
ア
・
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ラ

神
田
外
語
大
学
日
本
研
究
所
・
ブ
リ
ュ
ッ

セ
ル
自
由
大
学
東
ア
ジ
ア
研
究
セ
ン
タ
ー
の

共
催
国
際
会
議
、
第
三
回A

sian Philo-
sophical T

exts

を
一
一
月
一
三
・
一
四
日

に
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催
し
た

本
会
議
は
欧
米
中
心
主
義
に
基
づ
く
哲
学

〔philosophy

〕
の
定
義
を
見
直
し
、
日
本

を
は
じ
め
、
イ
ン
ド
、
中
国
、
韓
国
な
ど
ア

ジ
ア
地
域
に
現
れ
た
思
想
も
そ
の
定
義
に
含

め
、「
哲
学
」
を
よ
り
包
括
的
に
考
察
す
る

こ
と
を
狙
っ
て
い
る
。
今
回
の
会
議
も
こ
れ

ま
で
欧
米
圏
に
ほ
と
ん
ど
翻
訳
さ
れ
て
い
な

い
、
あ
る
い
は
知
ら
れ
て
い
な
い
ア
ジ
ア
の

哲
学
に
関
し
て
、
各
国
か
ら
集
ま
っ
た
研
究

者
た
ち
が
成
果
を
発
表
し
た
。
そ
の
内
容
は

こ
れ
ま
で
と
同
じ
く
、A

sian Philosophi-
cal T

exts vol.4

に
収
録
さ
れ
る
見
通
し
で

あ
る
。

本
学
日
本
研
究
所
は
、
二
〇
一
八
年
度
に

ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
自
由
大
学
東
ア
ジ
ア
研
究
セ

ン
タ
ー
と
学
術
協
定
を
締
結
し
て
以
来
、
ブ

リ
ュ
ッ
セ
ル
自
由
大
学
や
神
田
外
語
大
学
に

て
本
会
議
を
毎
年
開
催
し
て
き
た
が
、
二
〇

二
〇
年
度
は
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
休
会
と
な

り
、
今
回
が
三
度
目
の
会
議
と
な
っ
た
。
パ

ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
二
件
（
発
表
者

は
各
三
名
ず
つ
）、
個
人
発
表
が
八
件
で
、

日
本
を
は
じ
め
イ
ン
ド
、
ベ
ル
ギ
ー
、
ル
ー

マ
ニ
ア
、
ア
メ
リ
カ
、
カ
ナ
ダ
、
イ
ギ
リ

ス
、
韓
国
か
ら
計
一
四
名
の
発
表
者
が
集

ま
っ
た
。
小
規
模
開
催
で
は
あ
っ
た
が
、
討

論
の
時
間
を
長
く
確
保
で
き
、
各
思
想
に
つ

い
て
の
理
解
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
、
実
り

の
多
い
有
意
義
な
二
日
間
で
あ
っ
た
。

第
一
日
目
は
日
本
文
学
論
と
日
本
の
近
代

哲
学
、
第
二
日
目
は
イ
ン
ド
哲
学
と
中
国
の

老
荘
思
想
が
テ
ー
マ
で
あ
っ
た
。

以
下
、
参
加
者
と
発
表
の
内
容
に
つ
い
て

手
短
に
、
発
表
順
に
記
述
す
る
。

第
一
日
目

⑴　

Irina H
olca

氏
（
東
京
大
学
）、

Clarence I-Zhuen Lee

氏
（
コ
ロ
ラ
ド
大

学
）、Rom

an Pas, ca

氏
（
京
都
大
学
）
の

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ンW

alking the 
T

hin Line of (Re)T
ranslation betw

een 
Literature, T

heory, and Philosophy

は
、
哲
学
と
し
て
の
（
日
本
）
文
学
理
論
を

話
題
に
し
、
各
々
が
現
在
携
わ
っ
て
い
る
翻

訳
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い
て
報
告
し
た
。

⑵　

長
谷
川
友
香
氏
（
東
京
学
芸
大
学
）

のT
suchida K

yōson and H
is N

otion 
of Jinkaku as “

articulatory identity”

は
、
土
田
杏
村
の
「
人
格
」
の
英
語
訳
を
中

心
に
、
近
代
日
本
哲
学
が
想
定
し
て
い
る

「
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
」
を
分
析
し
た
。
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⑶　

A
lexandra M

ustǎt, ea

（
神
田
外

語
大
学
）
のW

hat is “
Ethics”? W

hat 
is “

ethics”? Som
e R

eflections on 
T

ranslating W
atsuji T

etsurō’s N
ihon 

Rinri Shisōshi
は
、「
日
本
倫
理
思
想
史
」

の
序
章
を
中
心
に
、
和
辻
哲
郎
の
「
倫
理
」

「
倫
理
学
」「
倫
理
思
想
」
の
哲
学
的
な
解
釈

及
び
そ
の
翻
訳
語
の
選
択
肢
に
つ
い
て
考
察

し
た
。

⑷　

Federica Sgarbi

氏
（
同
志
社
大

学
）
のD

aisetz Suzuki on Sw
eden-

borg - T
ranslation and religion: craft-

ing spiritual transition

は
、
鈴
木
大
拙

の
思
想
の
分
析
を
通
じ
、
近
代
日
本
に
お
け

る
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
ボ
ル
グ
の
思
想
的
重
要
性

に
つ
い
て
述
べ
た
。

⑸　

M
atthew

 O
rsborn

氏
（
オ
ク
ス

フ
ォ
ー
ド
大
学
）
のCritical Reflections 

in T
ranslating K

um
ārajīva’s X

iaopin 

Prajñāpāram
itā

は
、
自
身
が
進
め
て
い

る
『
般
若
経
』（『
般
若
波
羅
蜜
多
経
』）
の

翻
訳
枠
組
み
を
説
明
し
た
。

第
二
日
目

⑹　

A
nthony Scott

氏
（
ト
ロ
ン
ト
大

学
）
のH

igher Form
s of Com

m
entary 

and R
everse Prolepsis in the M

il-
indapañha-at. t. htakathā

は
、
上
座
部
仏

教
の
パ
ー
リ
文
献
「
ミ
リ
ン
ダ
王
の
問
い
」

（「
ミ
リ
ン
ダ
パ
ン
ハ
」）
の
注
釈
の
信
頼
性

に
つ
い
て
述
べ
た
。

⑺　

N
iladri D

as

氏
（
ジ
ャ
ダ
ヴ
プ
ー

ル
大
学
）
のT

he Significance of Sa-
tyānr. t .am

ithunikr. ta during D
ream

: A
 

Philosophical Enquiry in the light of 
Ratnaprabhāvim

ars. a

は
、
不
二
一
元
論

（A
dvaita V

edānta
）
哲
学
に
お
け
る

「
夢
」
の
解
釈
を
中
心
に
、
認
知
科
学
と
の

関
係
に
つ
い
て
考
察
し
た
。

⑻　

M
adhum

ita Chattopadhyay

氏
、

M
aitreyee D

atta

氏
、Gargi Gosw

am
i

氏
（
三
名
と
も
ジ
ャ
ダ
ヴ
プ
ー
ル
大
学
）
の

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ンM

il-
indapañha: A

n Early Buddhist T
ext 

w
ith M

odern T
houghts

は
、『
ミ
リ
ン

ダ
王
の
問
い
』
に
収
め
ら
れ
た
伝
説
に
注
目

し
、
近
代
に
お
け
る
そ
れ
ら
の
思
想
的
意
義

に
つ
い
て
論
じ
た
。

⑼　

Ilhoon O
h

氏
（
ハ
ン
ヤ
ン
大
学
）

のW
hat is D

ao? F
ocusing on the 

A
nalysis of the C

hapter
22 in 

Zhuangzi

は
、
老
荘
思
想
に
お
け
る
「
道
」

の
概
念
解
釈
を
検
討
し
た
。

⑽　

Peter C. H
ertogh

氏
（
ブ
リ
ュ
ッ

セ
ル
自
由
大
学
）
のT

urn to Butterfly 
D

ream
 – T

hought Experim
ent A

naly-
ses of Zhuangzi

は
、
老
荘
思
想
を
分
析

哲
学
の
視
点
か
ら
考
察
し
た
。


	Asian Philosophical Texts （3）開催報告

